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本書の読み方 

 本書は、既刊の「支え合いＭＡＰ作成マニュアル」（筒井書房・現在は入手不可）の中の

第３部を抜き出したもので、支え合いマップづくりの聴取の際の、聴取者と対象住民との問

答をフローチャートで再現したものである。実際の聴取では大体１時間半はかけるので、そ

の全部を再現したら、膨大な量になる。本書ではその中の、特に重要な部分に絞って再現し

た。 

聴取される住民は、質問されたら答えるという受け身の姿勢を貫いている。だから、こち

らがどういう質問をするかが正否を決する。マップをじっと見て、そのご近所の実態を読み、

または推測して、どういう質問をしたらいいかを考える。その質問にどういう答えが返って

くるかも予測して、次の質問を考える。極めて創造的な営みなのだ。 
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⒈ 見守り活動の欠陥を突く 
 

① 見守り等の線がたくさんあるが、大抵は身内からの線であることがわかる。「他人からの 

 

② 引きこもりの人も、特定の１人は見込んでいる。しかしその人に重荷が集中しているの 

 

③ ふれあいサロンのあり方のヒントがここから出てきた。 

④ 授産施設のあり方に大転換を促すヒントが出てきた。本来は「ご近所授産」が正解だっ 

 

⑤ 娘と認知症の母の２人暮らし。しかも娘は夜、働いている。娘の勤め先、母親の昔の仕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず一人暮らしの人に 

 

 

聴取者（＝木原） 

ついでに昼間一人暮らし

もね。 

次は、それらの人に誰が 

関わっているか、見守っ 

聴取者 

なんだ、身内からの線ば 

 かりじゃないか。他人は 

聴取者 

ているか、線を引いてい 

こう。 

この中で身内からの線

はどれとどれ？ →該当者に印をつけていく。 

→身内からの線を特定。 

この中のどれとどれ？ 

☆この地方では、町内を「株

内」と言っていた。親戚よ

り若干、血の薄い者も含め

たものと見られる。 

なるほど、身内の中に踏

み込めるのは世話焼きさ

んだけというわけか… 

 

 

住民 聴取者 

→身内ばかりの線の中に、唯

一、世話焼きさんからの線

が交じっていることがわか

った。 

聴取者 

この人（一人暮らし）は

私の所にばかり困り事を

持ってきて、ちょっと負

担になっている。 

 

 

あなたが見込まれている

のはいいことなのだか

ら、窓口はこれからもあ

なたでないといけない。

その代わり、頼まれた事

を他の人に分担してもら

えばいいんじゃない？ 

 

 

印をつけていこう。 

 

 

線」を探すこと。 

が問題。さてどうするか。意外な展開がその後に… 

たのだ！ 

事などを聞き出したら出てきた意外な対応策。 
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この人（見込まれている

人）は、私共のふれあい

サロンの常連で、この人

のグチを皆で聞いてあげ

ている。 

 

 

聴取者 聴取者 住民 

グチを聞くだけじゃなく

て、負担になっている部

分を皆でどのように分担

したらいいかを話し合う

べきじゃないの？ 

 

 

それと、サロンではただ

おしゃべりをするだけじ

ゃなく、このようにメン

バーが地元からニーズを

持ち込んでいるはずだか

ら、それを聞き出し、対

応してあげることもやっ

たらどう？ 

 

 
聴取者 

→(この人とこの人とこの人、

と印をつけていく。) 

 身体障害と知的障害、精神

障害それぞれのケースが出

てきた。 

それでは障害を持った 

 

 

この家は、健常者の姉と

知的障害の弟の２人暮ら

し。姉はここで店を開い

ている。そこに姪(知的障

害)がここから手伝いに

来ている。 

 

 

聴取者 住民 

弟さんは普段どうしてる

の？ 

 

 

住民 

この作業所に通ってい

る。姪も同じ作業所に行

っている。 

 

 

聴取者 

それ以外に弟さんは何か

やっていないの？例えば

近所の畑の手伝いとか… 

 

 

そう言えば、この家にも

畑があって、自家用の米 

を作っているし、草刈り

なんかもやっている。こ

の家の農作業の手伝いも

やっている。 

 

 

住民 

聴取者 住民 

やっぱり！だから授産施

設は、対象者を地域から

引っ張り込むんじゃなく

て、それぞれの地元で授

産のテーマを探してあげ

るのが本来のあり方じゃ

ないかな。「ご近所授産」

だよ。それをしないから、

施設に引き取ったはいい

が、その後は地元へ帰し

て放ったらかしになっち

ゃっているわけでしょ。 

 

 

この家は大変。次男だけ

が健常者で、長男は寝た

きりに近く、長女は知的

障害で、やっぱり作業所

に通っている。母親はデ

イケア、次男も疲れてき

ている。 

 

 

聴取者 

こういうケースがご近所

で放置されているんだよ

ね。接点のある人たちで

ケア会議を開いて、支援

方針を考えなくちゃ。デ

イケアの担当者、作業所

のスタッフ、ご近所で今

関わっている人で。 

 

 

人は？ 
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この家がこのご近所で一

番大変な所だから、世話

焼きさんたち（５～６人

見つかった）で集中的に

支えてみたらどうかな。 

 

 

聴取者 住民 聴取者 

認知症の人はいるかな？ 

 

 

この家の母親が認知症で

娘と暮らしている。娘は

夜勤の仕事をしているの

で、夜でかける時、玄関

にカギをかける。 

 

 

娘はどういう所で働いて

いるの？ 

 

 

住民 聴取者 聴取者 

グループホームで働いて

いる。 

 

 

なんだ、それじゃ職場に

母親も連れて行ってボラ

ンティアをしてもらえば

一石二鳥じゃないか。 

 

 施設も助かる、本人も生

きがいになる。娘は働き

ながら母を看れる。 

 

 住民 

母親は付き添い婦をして

いたこともある。 

 

 

聴取者 

じゃあ、ますます好都合

だ。 

 

 

そう言えば、この家にも

畑があって、自家用の米 

を作っているし、草刈り

なんかもやっている。こ

の家の農作業の手伝いも

やっている。 

 

 

住民 

…要援護者・気になる人 

…世話焼き 

黒い線が、身内の関わり 

赤い線が世話焼きの関わり 
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⒉ 見守り状況を個別に、ていねいに 
 

①これがマップづくりの入り口。とりあえず孤独死などが心配な一人暮らし高齢者の一人ひ 

 

②ただ見守りの線を引くだけでなく、それぞれの見守りの特徴を把握していく。それをパタ 

 

③そのためには、対象者一人ひとりについて、ていねいにその実情を聞き出していかねばな 

 

④見守りの実態がわかったら、今度は異変の伝達ルートや連携のあり方を考えていく。 

⑤そのご近所特有の見守りの実態も見えてくる。巨大世話焼きと彼女が作ったネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とりについて、周囲の見守り状況を点検していく。 

ーン化すると、見守りの一般的なあり方が見えてくる。 

らない。「この家はこの人が見守っている」「ああそうですか」ではダメだ。 

が発見できた。一戸建てと異なり、住民がひとまとまりになりやすい団地らしい事例だ。 

聴取者 住民 

じゃあ、この８０歳の女

性は？ 

 

 

この人は、出かける時は

必ず隣のこの人に一声か

けて、カギを預けて行く。 

 

 

聴取者 

なるほど、助けられ上手

さん型だね。ここに３軒

隣り合って一人暮らしの

人がいるけど、どうして

います？ 

 

 

この棟で一人暮らしの 

 

 

聴取者 住民（本人） 聴取者 

それじゃあ、一人ずつ、

見守りの状況を見ていき

ましょうよ。まずこの男

性は？ あっ、あなたです

か。誰かに見守られてい

ますか？ 

 

 

誰にも見守られておら

ん！ 

 

 

聴取者 

私とこの人とこの人が、

それとなく見守ってい

る。 

 

 

聴取者 住民 

なんだ、あなた、この３

人に見守られていたんで

すよ。 

 

 

人は、だれとだれ？ 

 

 

→参加者の中にも該当する人

がいた。 

皆さんどうでしょう、こ

の方を見守っている方は

おられませんか？ 

 

 
→指差したのは、男性の両隣

と階上の３人。 

→本人「そうか、ワッハッハ」

と笑った。 
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聴取者 住民（巨大世話焼きさん） 聴取者 

すごいね、この棟の気に

なる人のことはみんな分

かっているようですね。

どうやってこれだけの人

を見守っているの？ 

 

 

エレベーターや廊下、入

り口、団地の公園や買い

物の途中とか…皆、私が

いると近づいて来るんで

す。ウチへ悩みを持って

くる人もいるし。 

 

 

聴取者 

この人とこの人とこの人

…と棟内の５人を指差す。 

 

 

聴取者 住民（巨大世話焼きさん） 

それじゃ、この大小の世

話焼きさんのネットワー

クと、今探し出した個々

の人への見守りとが、う

まく連携すればいいわけ

ですね。 

 

 

これは驚いた！ でも、あ

なた一人じゃ大変でし

ょ。あなたの部下みたい

な人はいますか？ 

 

 

その他の人は？ 

 

 →と確認していくと、参加者

の中の１人の女性が、棟内

のほとんどの人を見守って

いることがわかった。 

住民 聴取者 

３人で見守り合っている

みたい。一緒に買い物に

行くし、カギを預け合っ

ている。 

 

 

なるほど、一種の当事者

グループ型ですね。この

ように、①まわりの人が

さりげなく見守る型、②

当人が見守る人を見込

んだ型、③一人暮らし同

士で見守り合う型など、

それぞれに合った見守

りを発掘して、それを支

援すればいいんですよ。 
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⒊ 不審な点、気になる点を詰めていく 
 

①住民からの返答を聞いていて、「おや？」と思うことがあればそこをきちんと問い詰めて 

 

②「空き家は？」の問いに「一応は」の返事。「一応、とはどういうことこと？」と聞いて 

 

③一人暮らし高齢者が数軒、固まっているご近所―彼等なりに助け合っているのではないか 

 

④趣味グループがいっぱいあるというが、では要介護の人を仲間に入れているのかと聞いた 

 

⑤「息子と母親」のペアのケースを聞いたら、母親が息子宅に通って来ているという変則型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いくことが大切。 

いったら、認知症の母を引き取った息子が２週に１回、ここに戻っているという事実が判 

明した。 

と聞いていったら、その通りだった。 

ら、そうではなかった。そこから趣味グループがご近所で助け合うことの大切さが見えて 

きた。 

が見つかった。そこで「なぜ？」と突っ込んでいったら、虐待ケースだった！ 

この辺り、空き家 

 

 

住民 聴取者 聴取者 

この家とこの家と… 

 

空き家がまだ使われてい

る事例はない？ 

 

 

住民 

「一応」とはどういう 

こと？ 

 

 

住民 聴取者 

お母さんが認知症で息子

さんが引き取ったけど、

「家に帰りたい」と言う

ので、２週に１回、息子

さんが連れて来ている。 

 

 

が多いというけど、 

 

 

→と、印をつけていった。 

この家は一応、空き家だ

けど… 

 

 

どことどこ？ 

 

 

聴取者 

そう言えば、ここに来て

いた時、息子がちょっと

外出した時にお母さんが

家を出てしまって、「私の

家はどこでしょう？」と

聞かれたので連れ戻した

ことがある。 

 

 

聴取者 住民 

だから、息子さんと話し

合って、二人が来る日に

皆でここでサロンを開い

たらいい。 

 

 

 

その時、皆さんが話し相

手などをしてあげたら？ 
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住民（一人暮らし高齢者の１人、 

   Ａさん） 聴取者 

私がこの人とこの人を見

守り、この人がこの人を、

この人がこの人を… 

 

 

Ａさんがまとめ役をし

ているんだね。つまり、

キーマンだ。 

 

 →と線を引いていったら… 

聴取者 

趣味つながりが多い 

 
けど、どんな趣味グル 

 
ープがあるの？ 

 
住民 

そうすると、趣味グルー

プに一人暮らしの人が参

加していれば、見守りに

もなるね。 

 

 

聴取者 聴取者 

ところで、これらの趣味

グループに要援護者は受

け入れられていないの？ 

 

 

花フラワー、民舞、踊り、

カラオケ… 

 

 
→など、いろいろなグループ

が出された。 

住民 

なんだ、要援護状態にな

っても趣味活動ができる

ようにするのを地域福祉

って言うんだけどなあ… 

メンバーが各自ご近所に

戻ってから助け合えれば

いいんだけどなあ。 

 

聴取者 聴取者 

そういえば趣味グループ

には、地区ごとに連絡員

を置いて、活動の情報提

供などをしている。この

人がこの辺りの連絡員。 

 

 

そういうことはやってい

ない。この人はメンバー

だったけど、最近認知症

になってやめちゃった。 

 

 
→と、Ｂさん宅を指す。 

聴取者 

ほら、その連絡員を中心

にご近所に戻ってから助

け合うようにすれば、認

知症の人だって、そのご

近所の人が連れて来れば

いいじゃない。 

 

 

聴取者 聴取者 

施設入所した人が里帰り

するのはよくあるけど、

息子に引き取られた人が

里帰りするのは珍しい

ね。こうすれば、本人も

さびしくないよね。これ

を一般化すればいい。 

 

 

一人暮らしの方に 

 

聴取者 

このあたり、６人もかた

まって（一人暮らしが）

いるけど、お互いに見守

り合っているんじゃな

い？ 

 

 

印をつけていこう。 

 
→印をつけ、それぞれ周辺の誰が

見守っているか、線を引いてい

った。 
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⒋ 世話焼きから見事な活動を引き出す 
 

①１人の世話焼きさんをつかまえて、根掘り葉掘り聞いていくと、様々な活動をまとめて引 

 

②そのためには、こちらがいろいろ「話のタネ」をぶつけていかねばならない。「こういう 

 

③「こういうケースには、こういう対応が必要（あり得る）」と言ってみると、「それなら私 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

き出すことができる。 

場合はどうするの？」と。 

はこうしている」と具体的な対応例を引き出すことができる。 

まず一人暮らし高齢者 

 

 

聴取者 聴取者 聴取者 

その中で今日、来ている

人は？ 

 

お宅の周辺に３軒一人暮

らしの人がいるけど、お

互いに見守り合っている

の？ 

 

 
住民（Ｂさん） 

あなたが見守っていて、

異変を感じたらどうする

の？ 

 

 

住民（Ｂさん） 聴取者 

この人のことが気になっ

たので、１軒先の人と相

談して、近くの町内会長

に連絡した。 

 

 

に印をつけていこう。 

 

 

→１人見つかる。Ｂさん。 

私がこのあたりのご近所

を見守っている。私はご

近所の見守り役よ。 

 

 →彼女から、周辺５軒ほどに

線が引かれる。 

悩みの
打ち明け
悩みの
打ち明け

母が食事
づくり

一人暮らし
の助け合い
一人暮らし
の助け合い

息子宅から
時々里帰り

母を虐待？母を虐待？
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他に、気になる人は？ 

 

 

住民（Ｂさん） 聴取者 聴取者 

このご夫婦、夫が脳梗塞

で認知症。奥さんが介護

している。 

 

でも、奥さん大変でしょ

う。こういう介護者をま

わりで支えてあげなくち

ゃいけないんだけど… 

 

 
住民（Ｂさん） 

スゴイ！本当にお宅は世

話焼きなんだねえ。こう

いう人を発掘すれば、こ

のご近所はこの人に担当

してもらえばいいことが

分かるでしょ？ 

 

 

聴取者 聴取者 

私によくグチを言いま

す。「もう倒れちゃう」っ

て。そこで私がグチ聞き

役になったり、買い物の

手伝いをしたり、食事を

届けたりしている。 

 

他に、この地区に気に 

 

 

なる人はいる？ 

 

 

聴取者 住民（Ｂさん） 聴取者 

ここに、父親と息子の２

人暮らしの家があるけ

ど、まわりの人と全く交

流しない。町内会にも入

らない。 

 

 

 

なるほど、異変の伝達ル

ートもちゃんとつくって

あるんだね。すばらし

い！ 

 

 

一人暮らしに限らず、 

 

 

気になる人はいる？ 

 

 聴取者 聴取者 住民（Ｂさん） 

それにしても、この父子

だって「この人なら」と

見込んだ人がいるはずだ

から、なんとか探しまし

ょうよ。 

 

 

 

この家に入れないなら、

どうやって見守っている

の？ 

 

 

電気がついているかと

か、外に車があるかない

かなどで様子を見てい

る。 

 

 

聴取者 住民 

たしかに高齢者は大抵、

何種類かのかの薬を飲ん

でいるけど、適当な飲み

方をしてしまうよね。い

いところに気付いたけ

ど、あなたは看護師？ 

 

 

いや、たまたま介護用品

店を経営しているので、

そういうことが気になる

んです。店はもう息子に

譲りましたが。 

 

 

住民 

私の隣の１軒先に一人暮

らしのおばあちゃんがい

るんだけど、いいかげん

な薬の飲み方をしている

ので、私が時々行って教

えてあげています。 
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３ 

２ 
 
夫が脳梗塞で認知症。 

妻が介護している。 

→買い物の手伝い、 
食事のおすそわけ、 
グチ聞きなど。 

１ 
４ 

５ 

６ 

町内会長 

③の異変を伝達 

 
一人暮らし男性 

 
引きこもりの父子家庭。 

車の出入りなどで 

見守りをしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⒌ 当事者の動きを追っていったら 
 

①「認知症の人が地域をあちこち徘徊している」と聞いたら、「ああ、そうですか」と納得 

 

 

②そうした別の「視点」を住民に提供したら、このようにたくさんの事実が現れてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

してしまうのでなく、本人の立場に立ち、「徘徊にもそれなりの目的があるはずだ」と 

本人の地域での動きを徹底的に聞いていったら、意外なことがわかってきた。 

それらを整理すると、要するに本人は地域で何をしたいのかが分かる。それは、「地域で 

豊かに生きたい」ということ。そのために住民がそのグループに要援護者を仲間に迎え 

入れればいいこと、そして、本人の行動全体がその人にとっての「デイサービス利用」 

なのだということ―こうした住民の流儀を参加者に示してあげることが、福祉教育になる。 

ここに、認知症の人が 

 

 

住民 聴取者 聴取者 

週１回ミニデイに行って

いて、ときどきショート

ステイにも。 

 

 

あとは？ 

 

 
いますが、普段、この 

 

 

おばあちゃんは何をし 

 

 

ていますか？ 

 

 

聴取者 

やっぱりおたくも世話焼きさんな

んですね。それにしても、高齢者と

薬の問題。訪問薬剤師の全国組織が

できたということですが、地域全体

で考える必要がありますよね。 
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聴取者 住民 

徘徊と言っても、むやみ

やたらに歩き回っている

んじゃなくて、何か目的

があるはずですよ。この

ご近所では、どこに行っ

てますか？ 

 

 

そういえば、ここでゲー

トボールをやっているん

ですけど、そこに「入れ

て！」と行っている。メ

ンバーは協力的ですよ。 

 

 

住民 

あちこち、徘徊していま

すよ。 

 

 

住民 住民 

この家で趣味活動をやっ

ているんだけど、そこに

も「入れて！」と行く。

だけど拒否されている。 

 

 

ここでサロンが開かれて

いて、ここでは受け入れ

られている。向う三軒の

この家の井戸端会議にも

加わっている。 

 

 

住民 

たまに昔の同級生のとこ

ろに行くんだけど、「来る

な！」と言われているみ

たい。 

 

 

住民 聴取者 

ケアマネジャーなんか

が、危ないし、皆の迷惑

にもなっているからと、

家族に施設入所を勧めて

いるみたい。  

 

とんでもないことです

よ。このマップを見て下

さい。彼女は要するに、

何と言っていると思いま

す？「豊かに生きたい」

と言っているんですよ。

これを実現することを地

域福祉と言うのです。そ

のために彼女をグループ

に入れてあげればいいん

です。 

 

 

聴取者 

ずいぶん、あちこちに顔

を出している人ですね。 

 

 

聴取者 

おもしろいことに気が付

きました。彼女が出かけ

て行く先が５ヶ所ありま

すね。もしこれらが全部

彼女を受け入れれば、こ

の全体が彼女にとっての

デイサービスセンターだ

と考えられませんか。 
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⒍ マップ作りの場で対策のアドバイスも 
 

①マップづくりは、ただそのご近所の事実を聴取するだけではない。そこから出てきた問題 

 

②今回のマップづくりでは、仕事とグラウンドゴルフをやめた途端に認知症になったと聞い 

 

③さらに、デイサービスの迎えが来るのを待てずに歩き出してしまうと聞いて、町内会長が 

 

④このように、実行力のある住民が参加すると、マップづくりで出てきた課題が次々と解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に対して、どういう行動をとったらいいかのアドバイスをすることも大切だ。 

て、「それではグラウンドゴルフを再開させてみたら？」と勧めたら、その後、マップづく 

りの参加者（町内会役員）がその通りに実行して、「元気になった」という報告を受けた。 

その通りを毎日、犬の散歩をさせているというので、「ならば、そのついでに寄り添って 

あげたら？」と言ったら、それも実行した。 

していくこともある。 

このあたりで気になる 

 

 

住民 聴取者 聴取者 

この人（男性）が最近認

知症になって、かなり遠

い所まで徘徊するので大

変。 

 

 

いつ頃から認知症に？ 

 

 
人は？ 

 

 聴取者 住民 

「年寄りだから悠々自適

に」なんて、いいことな

い。人間、死ぬまで活動

していないとダメになる

ようにできているんだ

ね。 

 

 

働くのをやめて楽になっ

たからか、夜に徘徊する

ようになって困っている

んです。息子さんと２人

暮らしで、昼間は本人１

人になってしまう。 

 

 

住民 

長い間、元気に新聞配達

をしていたんだけど、息

子に「もう年なんだから

やめろ」と言われ、その

時グラウンドゴルフもや

めたら、まもなく認知症

が出てきたんです。 

 

 
住民 聴取者 

デイサービスを使うよう

になって、少しは落ち着

いたんだけど、今度はデ

イの迎えが待てずに、そ

っちの方に勝手に歩いて

行っちゃう。なにしろ道

路の真ん中を歩くのでこ

わい。 

 

 

デイサービスへ行くの

を、本人はよく承知した

ね。 

 

 

聴取者 

とにかく、そのグラウン

ドゴルフを再開させなき

ゃね。こういう人も入れ

てあげて、面倒を見てあ

げなくてはいけない。 

 

 →その後、グラウンドゴルフ

の仲間に加わってかなり元

気になった。 
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⒎ 引きこもりの接触相手を探すには 
 

①「この人は引きこもりだから、誰とも交流がない」と住民が答えた時、簡単に納得してし 

 

 

 

 

②それでも思い出せない時は、住宅地図に載っている家を一軒一軒、指差していく。すると、 

 

③交流のある人がわかったら、その限られた接点をどのように生かしたらいいのか、孤独死 

 

 

 

 

聴取者 住民 

なるほど。今は、だれが

見守っているの？ 

 

 

この人とこの人とこの人

が、出かけるのを見守っ

ている。この人がキーマ

ン。 

 

 

住民 

彼はホテルに行っている

と思っています。 

 

 

住民（町内会長） 聴取者 

私がいつも犬の散歩をさ

せている。実はこの人も

自分の犬を散歩させてい

たけど、息子が保健所に

連れて行っちゃった。 

 

 

あなたが散歩のついでに

付き添ったらどう？ 

 

 

聴取者 

だれか、この通りを散歩

している人はいないか

な。 

 

 

住民（町内会長） 

それ、やってみようかな。 

 

 

まっては、大事な真実に到達することはできない。「そんなはずはない。誰だって命は惜 

本人宅とその家の距離や位置を見ていて、思い出すこともある。 

しいはずだから、１人や２人の相手はいるんじゃないの？」と、ねばらなければならなら 

ない。極端な時は、３０分もねばる。すると、突如、思い出すことも多い。 

を防ぐにはどうしたらいいのか―のアドバイスをする。 

このご近所で一人暮ら 

 

 

住民（町内会の役員） 聴取者 聴取者 

この女性がそうだった。

最近、死後１週間で発見

された。 

 

 

この人だって、誰かを見

込んでいたはずだけどな

あ。誰かいませんでした

か？ 

 

 

しなどで引きこもりの 

 

 

人はいますか？ 
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聴取者 住民 

くどいようだけど、本当

に誰もいませんでした

か？ 

 

 

そう言えば、道を隔てて

お向いの、この女性のこ

とは見込んでいて、「何か

あった時はよろしくね」

なんて自分から言ってい

た。いま思い出した！ 

 

 

住民 

１人もいなかった。民生

委員やシルバーボランテ

ィアが訪問しても家へ入

れなかった。窓には全部

カーテンを引いて、中の

明かりが見えないように

していた。民生委員なん

かもお手上げでした。 

 

 聴取者 住民 

なんだ、そんな人がいた

のに、なぜ孤独死したん

だろう。 

 

 

向いの人は、最近、引っ

越していた。 

 

 

住民 

あと、この人も昔、一緒

に食事ボランティアをし

ていた。 

 

 
聴取者 

民生委員は自分に相談すべき

だと思っていたかもしれない

けど、本人には相談相手を選

ぶ権利がある。それを尊重す

るなら、向いの人に一言言っ

ていたかもしれない。「あなた

は見込まれているようなの

で、何かあったら知らせて下

さいね」と。そうすれば、引

っ越す前に一言連絡してきた

かもしれませんね。 

 

このあたりで一人暮ら 

 

 

住民（世話焼きのリーダー） 聴取者 聴取者 

２人いる。この人とこの

人。どちらも最近、奥さ

んを亡くしている。 

 

 

この２人に誰が関わって

いるの？ 

 

 

しの男性はいる？ 

 

 

Ａさん（孤独死した女性）
（油絵の趣味あり）

料理ボランティア
仲間

Ａさんに見込まれた人
（最近引越していた）
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聴取者 住民 

皆さんはだめでも、本人

が見込んだ人がまわりに

いませんか？ 

 

 

（全員が一斉に） 

いない！だから困ってる

んじゃないの。 

 

 

住民（世話焼きのリーダー） 

２人とも、奥さんは私た

ちのグループのメンバー

だったから、旦那さんも

支えようとしたのです

が、１人の方はまったく

受け入れない。リーダー

の私でさえ、家の中に入

れてもらえない。 

 

 

住民 住民 

アッ、そういえば、この

人を家に上げていたのを

思い出した。 

 

 

やっぱりいた。では、こ

の人は？ 

 

 

聴取者 

もっとていねいに調べて

みようよ。（マップを広げ

て）「この人はどう？」

（と、本人の隣家を一軒

一軒指していく。） 

「この人は」？「ダメ」「こ

の人は？」「ダメ」… 

 

 聴取者 住民 

いや、もっといるはずだ

よ。この男性の趣味は

何？ 

 

 

このあたりで、犬を散歩

させている。 

 

 

住民 

そうそう、この人と話し

込んでいたのを見たこと

があるわ。この人は私と

懇意にしている人だか

ら、なるほど、この人を

通せばつながるわけね。

それにしても、２人もい

たのね！驚いた… 

 

 住民 聴取者 

あ、この人がそう。 

 

 

ほら、いた。この３人を

通して本人と接触すれば

いいんですよ。 

 

 

聴取者 

犬の散歩友だちがいるん

じゃない？ 
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⒏ 在宅介護のケースでニーズを先取り 
 

①在宅介護をしている家が見つかったら、まず何よりもご近所からどのようなサポートが入 

 

②といっても、そういう実践例はあまり出てこないはずだ。となると、こちらで先取りした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…最近妻を亡くした男性 

…大型世話焼きさん 

…交流のある住民 

…犬の散歩で男性と接点のある人 

っているかを聞かねばならない。 

質問をしていかねばならない。「ストレス対策が必要だから、地域のスポーツや趣味グルー 

プに入っていないの？」とか。すると、不完全ながら、それに類した実践が出てくるから、 

あとはそれをどのように発展させたらいいか―そのアドバイスをすればいい。何もしていな 

いというわけではないのだ。 

このご近所で在宅介護 

 

 

住民（主として町内会長） 聴取者 聴取者 

ここで寝たきりのお舅さ

んをヨメさんが介護して

います。 

 

 

だれかこの人をサポート

していないの？ 

 

 

中の人はいる？ 

 

 聴取者 住民 

なるほど、傾聴ボランテ

ィアというわけね。おヨ

メさんをサポートしてい

る人はいないの？ 

 

 

ヨメさんが高校生の息子

を車で送り迎えする間、

隣のこの人が看ていてく

れています。 

 

 

住民 

ここの男性がこのお舅さ

んの古い友達で、ときどき

昔話を聞きに来ている。 
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⒐ 大人の障害者のケースも先取り質問 
 

①在宅介護のケースと同様に、大人の障害者の場合も、とりたてて注目に値する実践は引き 

 

②そうすると、やはりニーズを先取りした質問が必要になる。「もしかして、誰かが訪問し 

住民 聴取者 

以前はミニバレーのグル

ープに入っていたけど、

介護が忙しくて、最近は

来ていないみたい。 

 

 

それはまずいよ。彼女が

参加できるよう、その間

は介護グループがお舅さ

んを見ていてあげると

か、バレーの練習の時間

を彼女の都合に合わせて

あげるとかしたら、どう

かだろう。 

 

 

聴取者 

おヨメさんもストレス対

策が必要なんじゃない

か。何かグループに入っ

ていないの？ 

 

 

→その後、本人もバレーに参

加しようという気になって

いる、という報告が。 

聴取者 聴取者 

それなら、班長の会合は

彼女の家で開くようにし

てあげたら？ 

 

 

それにご主人はどうして

いるのかな。カミさんが

バレーに行っている間ぐ

らい、代わりに介護でき

ないのかな 

 

 

住民 

彼女はいま自治会の婦人

部の班長もやっています。 

 

出せない。「ただ自宅に引きこもっている」という事例が圧倒的に多いのだ。 
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③このように「いい回答」を引き出せるかどうかは、こちらがそれが可能になる方策で、し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ていないか」「誰かが友達になっていないか」「どこかのグループが仲間に入れていない 

か」など。そうしたら、このようになかなかいい事例を引き出すことができた。 

かも具体的な実践例を示せるかどうかにかかっているのだ。 

このご近所に障害者は 

 

 

住民 聴取者 聴取者 

この家に、４５歳の知的

障害の女性がいます。６

８歳のお母さんと同居し

ていて、「家事手伝い」。 

 

 

一般的に、障害者は地域

で孤立しているんだけ

ど、この人はどうです

か？ 

 

 

いますか？ 

 

 聴取者 住民（元婦長） 

地域の趣味グループなど

に受け入れてあげるとい

いんだけど… 

 

 

私がカラオケなどに時々

連れて行きます。彼女、

歌が好きなんです。 

 

 

住民（元婦長・世話焼きさん） 

私はこの地区出身じゃな

いんだけど、たまたまお母

さんとの関係で、この家を

よく訪問します。 

 

住民 住民 

お母さんはこの地区の育

成会の会長なんだけど、

その会合にもこの娘さん

を連れて来ていますよ。 

 

 

いいことですね。 

 

 

聴取者 

それは素晴らしい。あなた

のような人がいて、お母さ

んはすごく感謝している

と思うよ。 

 

聴取者 住民（元婦長） 

それでは、彼女の夢はな

んだろう？ 

 

 

彼女には結婚願望がある

ようです。 

 

 

聴取者 

あと彼女にとって必要な

のは、ある程度の収入です

よね。こずかい程度でもい

いから皆で探してあげる

と、もっといいなあ。 

 

聴取者 住民 

実は、この地区の女性で

イキイキ会をつくってい

るんだけど、その時、彼

女も招待しています。こ

の地区の人たちみんなに

大事にされていますよ。

散歩会なんかにも招待し

て歌をうたってもらうん

です。 

 

 

ますます素晴らしい！こ

ういう事例は、マップを

つくっていて、あまりな

いですね。 

ところで、彼女の将来は

どうなるんだろう。あと

１０年するとお母さんも

だいぶ高齢になるし… 

 

 

住民 

近くにお兄さんがいて、

「いずれ引き取らなけれ

ば…」と言っているようで

すよ。 
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⒑ 呼び水を与えれば、予期せぬ答えが 
 

①繰り返し述べているように、こちらが具体的な（先取り）質問をぶつけてみると、こちら 

 

 

②この事例でも、施設入所者のケースで、「誰かが訪問していないの？」と聞いたら、それ 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民 聴取者 

「青壮年クラブ」がある

けど、上は６０代までと

幅がある。 

 

 

消防団は？ 

 

 

聴取者 

それはそうだよね。何とか

ならないだろうか。こうい

う場合、ストレートに結婚

というだけでなく、異性と

の交遊から考えてもいい

よね。この地区には青年団

みたいのなのはないの？ 

 

聴取者 

このご近所にもかなりの年の未

婚男性がいるようだから、少し

考えた方がいいですね。 

 

 

住民 

あるけど、入れる枠が決ま

っている。 

 

が期待していた以上の豊かな回答が返ってくる場合が多い。そのためには、まず呼び水と 

なる質問をぶつけねばならない。 

を実行している人がいた。視力障害者がご近所にいると聞いて、「だれかその人のニーズに 

応えていないか？」と聞いたら、そこでも… 

このご近所で施設に 

 

 

住民（Ｈさん） 聴取者 聴取者 

この人が一人暮らしで身

寄りがなかったので老人

ホームに入所した。 

 

 

１人で寂しいはずです

が、誰か訪問に行かない

の？ 

 

 

入所した人はいる？ 

 

 
聴取者 住民（Ｈさん） 

皆で会いに行ってあげた

ら？どう？喜ぶよ。 

 

 

私が月に１回ほど行って

いる。行けない月は手紙

を書いている。 

 

 

住民（Ｈさん） 

この人がたまに面会に行

くけど、最近はいけなくな

ったみたい。 

 



 22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聴取者 

なんだ、やっているじゃ

ない。すごい世話焼きだ

ね、あなた。 

 

 

 

住民 聴取者 聴取者 

この家が、ご夫婦ともに

目が不自由。 

 

 

それは大変だね。いろい

ろ困ったことがあると思

うよ。ご近所としてどう

やって支えているの？ 

 

気になる人は？ 

 

 

その他にこのご近所で 

 

 

聴取者 住民 

一度、視力障害者の生活

状況と支援のあり方を勉

強し合うといいかもしれ

ないね。 

 

 

そういえば、隣の空き地

の大きな木の枝が屋根に

ぶつかってうるさい、と

私の所に言ってきた。 

 

 

住民 

花見の時は料理の中身を

教えたり、必要な介助をし

たり… 

 

聴取者 住民 

このご近所は要援護者が

多いけど、班長が回って

きたらパスするの？ 

 

 

いや、班長になって、配

布物の手伝いなんかして

もらっている。 

 

 

聴取者 

それそれ、そういうことが

分かったら、すぐやってあ

げなくちゃ！ 

 
→マップづくりの後、彼女は早速、空き地の

持ち主を探した。その身内に接触し、「いい

んじゃないの」と言われたという。すぐに

動いたところが、いかにも世話焼きらしい。 

聴取者 住民 

この家がこの地区のシル

バーボランティア役。こ

の人が見守ることになっ

ていて、異変があったら

ご近所外のこの民生委員

に連絡することになって

いる。 

 

 

聴取者 

それはいいね。本人からし

たら、パスするのも気詰り

じゃないかな。 

ある地区で９０歳の一人

暮らしの女性が、「皆で手

伝ってあげるから」と言わ

れて引き受けた、と言って

いた。班全員で支えての班

長というのもおもしろい

ね。 

 

このご近所では、要援 

 

 

護者の見守りはどう 

 

 

なっているの？ 
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⒒ マップに出た奇妙な事実を見逃すな 
 

①マップづくりをする時、聴取する側は、常に「疑問」を持って臨まねばならない。ちょっ 

 

 

②隣り合った町内なのに、１丁目の方にばかりデイサービス利用者がいる。そのことについ 

 

③そのナゾ解きをするのが、聴取する側の役割である。そこに今の福祉のあり方の問題点が 

 

 

 

 

 

 

 

 

聴取者 

それに、このシルバーボ

ランティアから民生委員

へのルートは、今まで生

かされたことあるの？な

いでしょ？もっと現実に

即した見守りと異変伝達

ルートを作りましょう

よ。 

 

 

聴取者 

でも、マップをつくった

ら、それぞれ足元に見守っ

ている人がいたでしょ。そ

の人でいいじゃない！ 

現に、視覚障害者の夫婦は

あなたの所にニーズを持

ってきたでしょ？本人に

見込まれた人がすべきで

すよ。 

 

と「おかしい」事実に気付いたら、今すすめているテーマを脇に置いて、その疑問をぶつ 

けていくのだ。 

て聞いていったら、２丁目にはふれあいサロン（というか井戸端会議）があちこちで開か 

れていた。一方はデイサービス利用、もう一方あは井戸端会議―このナゾを解くカギは何か？ 

ひそんでいる場合もある。そこにまでマップづくりは突き進んでいかねばならない。 

この１、２丁目の中で 

 

 

聴取者 住民 聴取者 

デイサービスに行ってい

る人は、全員、１丁目の

人じゃないですか。フー

ン…それじゃ２丁目の人

はどうしているんだろ

う。 

 

 

この店（２丁目の右端）

でサロンが開かれてい

て、このように８人の人

が集まってきます。 

 
デイサービスに行って 

 

 

ここは、中央の道路の左

が１丁目で、右側が２丁

目なんですね。 

 

いる人は？ 

 

 

→７人の家に印がつけられた。 
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⒓ サロンボラの要求水準を上げさせる 
 

①ふれあいサロンが盛んだが、大方は、元気な人が寄り集まってのおしゃべりの会。そこで 

聴取者 住民 

全部で５軒か。みんな２

丁目じゃないか。つまり、

１丁目はデイサービス利

用、２丁目はふれあいサ

ロン（井戸端会議）と分

かれた。なんだろう、こ

れは…。 

 

 

左の方向に大きな法人が

あって、特養ホームもデ

イサービスも経営してい

る。そこの引力が強いん

ですよ。そこへこの町内

からもボランティアがた

くさん行っている。 

 

 

聴取者 

なるほど、こちらはサロン

か…。じゃ、サロンでも井

戸端会議でもいいから、開

かれている家は？ 

 
→印がつけられる。 

 

 

聴取者 聴取者 

５人のうち４人が１丁目

の人か…要するに、要介

護者はデイサービスに行

き、人材もそちらへボラ

ンティアに出かける。一

方の２丁目は、そういう

人材が自宅でサロンを開

いている。そこに要介護

者も来ている。どちらが

本物の福祉と言えるんで

しょうね。 

 

 

１丁目だけに要介護者が

いる―なんてありえな

い。とすると、豊かなふ

れあいがあり、サロンが

ある地区だと、デイサー

ビスを利用するまでもな

く、そのサロンで間に合

ってしまうということな

のかな。 

 

 

聴取者 

それじゃあ、その法人にボ

ランティアに行っている

人は？ 

 
→５人に印がつく。 

 

 

…デイサービス利用者 

…サロン・井戸端会議場 
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②「これでは、自分が要介護になった時に参加させてもらえないけど、いいんですね？」 

 

③このとき重要なのは、ただ「要介護者もサロンの仲間に」とストレートに押していくので 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は要介護者などは受け入れていない。これで本当にいいのか、考えさせていく。 

―から開始。結局、自分が将来どうなるのかを深く考えないままでサロンを開いているから、 

こういう矛盾した活動になる。 

なく、自分が要介護になったらどう生きたいのか、どうしてもらいたいのかと、そちらに 

目を向けさせることから始めるといい。そして、「その時はあきらめて老人ホームに入る」 

などと言うのをそのまま受け入れるのでなく、「そうなっても自宅で生き続けたい」と要求 

水準を上げさせなければならない。その上で「要介護者もサロンの仲間に」と言えば、聞く 

耳を持つようになるのだ。 

この地区でサロンに 

 

 

聴取者 住民（サロン参加者。以下同様） 聴取者 

ずいぶんいますね。とこ

ろで、サロンのメンバー

同士、ふだん助け合って

いますか？ 

 

 

・・・（誰も答えない。 

サロンは楽しくおしゃべ

りする場であって、困っ

たとき助け合う場ではな

い、と考えている） 

 

 

参加している人の家に 

 

 

印をつけましょう。 

 

 

→皆で印をつけていく。 

 

それじゃあ、この地区 

 

 

聴取者 聴取者 聴取者 

この２つの印（サロン参

加とデイサービス利用）

が両方ついている家はあ

りますか？ 

 

 

１人ですか…ということ

は、デイサービスを利用

するようになると、ふれ

あいサロンには入れても

らえないわけですね。 

 

 

でデイサービスを利用 

 

 

している人は？ 

 

 

→１０数名の人に印がつけられる。 

 
聴取者 住民 

車で運んであげればいい

じゃないですか。 

 

 

ここは、元気な人がおし

ゃべりをする場なんで

す。要介護の人は… 

 

 

住民 

自分で歩いて来れる人じ

ゃなくちゃね。 

 

住民 

・・・（皆、黙ってしまう） 

 

 

聴取者 

ということは、皆さんもい

ずれ要介護になってデイ

サービスを利用するよう

になると、このサロンには

入れてもらえないわけだ。 
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住民（サロン運営者の１人） 住民 

その時に助けてもらえる

仲間や場をつくろうとし

て、こうしてサロンをや

っているんです。 

 

 

もしそうなら、今、要介

護の人を仲間に加えて、

支えてあげなくちゃ…そ

れが順番というものでし

ょ。 

 

 

聴取者 

では皆さんは、要介護にな

ったら、どうしたいです

か？ どうしてもらいたい

ですか？ 

 

住民 聴取者 

私は要介護の親を風呂に

入れていて、浴槽から出

せなくなったことがあ

る。その時に決意した。 

 

 

ならば、仲間が入浴を手

伝ってくれたら、自宅介

護できる？ 

 

 

聴取者 

皆さん、何のためにデイサ

ービスに親をやるの？ 

 

聴取者 聴取者 

そういう問題がクリアで

きたら、なにもデイサー

ビスに行くこともない。

要介護度の軽い人はこの

サロンに入って、簡単な

リハビリで介護予防をや

ればいい。ミニデイとい

うんです。やっている所

はたくさんありますよ。 

 

 

ちょっと聞きたいんだけ

ど、皆さんの中で、夫や

姑の介護をやった人いま

す？ 

 

 

住民 

できる。 

 

→７、８名の手が上がる。 

 

聴取者 聴取者 

これだけの人材がいれば、

要介護がすすんでも皆さ

んで支えることだってで

きます。小規模多機能ホー

ムといって、お泊りも、通

いも、ホームヘルプも何で

もやるという施設があり

ます。それを皆さんで運営

すればいい。 

 

 

たとえ施設に入所した人

だって、サロンに参加さ

せるんです。 

 

 

聴取者 

看護師やヘルパーもいる

でしょ？ 

 

→数軒の家に印がつく。 

 

聴取者 

そうそう、そういうことができてはじめて地域福

祉ができたと言うんです。この地区に１か所、場

所を確保して、そこで今からお泊り練習をするん

です。認知症になった時、夜だけでもそこに泊ま

れれば大丈夫。 

 

 

住民 

そういえば、○○さんは老

人ホームから日々、このサ

ロンや公民館の趣味活動

に参加しに来ている。 
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⒔ サロン仲間で助け合っているか？ 
 

①私共は「福祉」を追及している。ふれあいサロンもその「福祉」の一環として実行すべき 

 

 

②そこで質問すべきことは、大体決まっている。本冊子の第２部に質問事項が並んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

である。サロンは（特にご近所の人たちが寄り集まるような場合）、小地域福祉をすすめ 

そこに並んでいることを聞いていくと、ここに紹介したような答えが返ってくる。この事 

るのに都合がよい。せっかく集まったのだから、そこで助け合いをすべきである。具体的 

には、サロンの場で、というよりも、サロンが終わって、ご近所に戻ってからである。 

例ではかなり助け合いをしているが、一般的にはこういう例はあまりない。ないけれども、 

それに近い事例がいくつかは出てくるはずである。それを足場にして、さらに「助け合え 

るサロン」へと発展させていけばいい。 

… サロン参加者 

… デイサービス利用者 

… 介護経験者 

… 看護師 

このご近所でサロンに 

 

 

聴取者 聴取者 聴取者 

この中で、メンバー同士

が助け合っているケース 

はありますか？ 

 

 

線がたくさん出ている、

この人は世話焼きさんで

すね。では世話焼きさん

んに★印をつけましょ

う。 

 

 

参加している人は、 

 

 

だれとだれ？ 

 

 

→２１軒に印がつけられた。

特に気になる人には■印

をつけてもらう。 

 

 

→「この人のことをこの人が

気にかけている」と、メン

バーからメンバーに線が引

かれていく。 

 

 

→５人の世話焼きさんに★印

がつけられる。 
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⒕ 有償グループも助け合っているか？ 
 

①サロンメンバーの助け合いと同じように、有償サービスグループ（ボランティアグループ 

 

②特に有償サービスグループの場合、一般のボランティアグループと違って、介護力を持っ 

 

 

③そこで聴取すべき項目もだいたいパターン化され得るが、ここで紹介したケースの場合、 

 

④したがって、一般的な場合はこれほどの実践はなされていないだろうが、たまたま実践さ 

 

聴取者 聴取者 

ああ、皆さん、サロンに

参加していない人も面倒

見ているんですね。素晴

らしい！ 

 

 

このご近所福祉は、この

５人の世話焼きさんで仕

切っていただければいい

んですよ。 

 

 

聴取者 

ずいぶんいますね。では、

サロンに参加していない

人で、気になる人はいます

か？ 

 
→■の中でサロン不参加者には

×印がつけられる。 

 

 聴取者 

ふれあいサロンもここ

まで来れば、立派な小地

域福祉活動を実行して

いると言うべきですね。

ポイントは、各自がご近

所に戻ってから助け合

いをするか、その助け合

いの輪にサロン不参加

者も加えてあげるかと

いうあたりですね。 

 

でもいい）も、仲間同どうしで助け合っているか。調べてみるとおもしろい。 

ている人もメンバーに含まれているし、要介護者の家に関わるのも慣れているので、そう 

いう面での助け合いもやっている可能性が高い。 

ここまでやれば上出来」と言える程の助け合いが行われている。 

れていることを足掛かりにして、助け合いをさらに発展させていけばいい。 
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今日は有償サービス 

 

 

聴取者 住民 聴取者 

１４０世帯の中に１５人

か―１割は仲間なんです

ね。心強いでしょう。で

も普段、実際に仲間同士

で助け合っていますか？ 

 

 

まずＡさんは一人暮らし

でちょっと気になる人な

ので、階段を共有する仲

間が面倒を見ています。 

Ｂさんは、要介護の奥さ

んの介護をしていて大変

なので、このあたりのメ

ンバー全体でサポートし

いています。 

 

 

グループのメンバーで 

 

 

マップづくりですね。 

 

 

→メンバー宅に緑色の印がつけられる。 

 

では、この界隈でメン 

 

 

バーの家に印をつけ 

 

 

ましょう。 

 

 
住民 住民 

やってますよ。例えばＣ

さんは認知症の奥さんの

世話をしているので、同

じ棟の私たちの仲間がサ

ポートしています。この

人には家族の会や、この

団地の介護福祉士の方も

関わっています。趣味グ

ループの方も来ているよ

うです。 

 

 

Ｄさんもメンバーじゃな

いんですが、一人暮らし

で病気がちなので、隣の

棟の私たちの仲間がサポ

ートしています。この仲

間は同じ棟の母子家庭の

支援もしています。 

 

聴取者 

なるほど。それでは、有償

サービスのメンバーでな

い人に対しては、どうです

か？ 

 

聴取者 聴取者 

段階的に言うと、①まず

仲間同士、ご近所の中で

も助け合う、次いで②そ

の助け合いに、メンバー

以外の方も入れてあげ

る。そして③それらの対

象に関わっている他のグ

ループとも連携する―と

いうことになります。 

 

 

現実に今、ふれあいサロ

ン、趣味グループ、家族

の会の名が挙がってきま

したが、他にもどんな組

織が（足元の対象者に）

関わっていますか？ 

 

聴取者 

いやあ、素晴らしいです

ね。皆さんはある程度の介

護力のある方々ですから、

このように要介護の方に

も対応できるのですね。そ

れに、皆さん以外のグルー

プも関わっている。これら

のグループが連携すれば、

住民の手で地域介護がで

きますよね。 

 

聴取者 

ずいぶんいますね。これらのグループと連絡協議

会をつくって、この界隈での助け合い―それも要

介護者をサポートできるぐらいの助け合いを、一

緒にすすめていけばいいいですね。 

 

 

住民 

定年退職者でつくるゴル

フの会、学校支援ボランテ

ィア、ＰＴＡ、食事サービ

スグループなどです。 
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⒖ 団地の住民に何を尋ねるか？ 
①「いずれはこの団地を出る」―という場合は、そこで助け合いをすすめるよう説得するの 

 

 

 

②その場合にどういうふうなことを尋ねていくかは、フローチャートを見ていただくとして、 

 

 

 

 

 

 

は難しい。反対に、「ここ以外に行く所はない。ここで一生を終えたい」という考え方で 

住民が一致している場合は、思い切って、その団地を１つの老人ホームとみなして、徹底 

した助け合いをするように勧めることが可能になる。 

問題は「ご近所老人ホーム」に到達する道筋をどうやってつけてあげるかだ。そこで今、 

現在どんな助け合いをしているか、そのためにどういう体制をつくっているかから聞いて 

いくといい。それを足掛かりに、もう一歩、さらに一歩と進めていくように導くといい。 

一人暮らし高齢者宅と 

 

 

聴取者 聴取者 聴取者 

ということは、高齢化と

いっても、やや若い地区

と言うことができるね。 

 

 

では一人暮らしの男性は

どうだろう？男性の場

合、一人暮らしは５０代

から気をつけなくてはダ

メ。孤独死は５０～６０

代が最も多いからね。 

 

老々世帯に印をつけて 

 

 

いこう。 

 

 

→調べてみると、老々の家が 

かなり多いことがわかった。 

 

 

→まだ夫が生存していると

いうこと。 
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住民 聴取者 

私の階下のこの人が難聴

で、音楽を聴くのにもの

すごい大きな音を出して

迷惑している。補聴器が

壊れているみたい。 

 

 

補聴器は大抵使われてい

ない。一度、業者と交渉

しなくちゃいけないね。 

 

聴取者 

それぞれの男性をだれが

見守っているか調べてみ

よう。気になる男性はいる

かな？ 

 

住民 聴取者 

Ａさん「私は携帯で娘と

毎日通信している」 

Ｂさん「私（老々）は、

隣の一人暮らしの女性の

カギを預かっている」と

いろいろ出てきた。 

 

 

カギの預け合いが広がっ

ているようなので、これ

を棟全体ですすめてみた

らどうかな。 

 

聴取者 

その他、一人暮らしの人は

どうやって安全を守って

いるだろうか。皆さんの中

にもいるでしょ？ 

 

聴取者 聴取者 

それなら、１６室ごとの

世話焼きさんをキーマン

にして、そのキーマンを

たばねる大型世話焼きが

最終的に協議して、関係

機関に連絡すればいいわ

けだ。 

 

 

ここは老々世帯が多いけ

ど、老後を夫婦で楽しく

生きていくことを考える

のも福祉だよ。何か考え

てない？ 

 

聴取者 

それぞれ誰かが安否確認

をしているようだが、い

ざ異変が生じた時、だれ

に連絡したらいいだろう

か。 

 
→この棟は、左右４室、上下４室

の１６室ごとにある程度独立

していることが分かった。 

 
聴取者 住民（リーダーのＫさん） 

それはいいね。そこで夫

婦が楽しむだけでなく、

この棟には中国人が多い

から、彼等も仲間に入れ

たらどうか？ 彼等に餃

子やラーメンの作り方を

教えてもらってもいい。 

 

 

すぐに居酒屋というわけ

にはいかないから、とり

あえず１回、パーティー

を開こうかと考えてい

る。 

 

住民（リーダーのＫさん） 

この棟で居酒屋をひらこ

うかなと思っている。 

 

聴取者 聴取者 

とすると、彼等の悩みの

中心が設備の修理の問題

だと分かったわけだか

ら、これに対応するシス

テムを作るといいね。 

 

 

皆さん、老々が多いけど、

一人暮らしも少なくな

い。いずれ要介護になっ

たらどうするつもり？こ

こを出る？老人ホームに

入る？ 

 

聴取者 

それはそうと、中国人はい

ろいろ困り事があると思

うけど、どうしているのか

な。 

 
→調べてみると、多くは隣室の日

本人に相談を持ちかけていた。

大抵は修理の問題だった。 
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聴取者 住民（リーダーのＳさん） 

ならば今から要介護者を

支えられる力をつけてお

かなくちゃ。そういう体

制もつくらなくてはね。 

 

 

この人の母親が大変な状

態になった時、これだけ

の人で２週間ぐらい支え

続けたんですよ。 

 

住民 

ここで一生を終えたい。 

 

住民（リーダーのＳさん） 聴取者 

今、この一人暮らしの男

性が気になってるんだ。

人工透析を長い間受けて

いて、危ない状態になっ

ている。 

 

 

まずは、特定の１人に皆

で関わるという方式を続

けていくといい。それで

自信ができれば、さらに

発展していける。 

 

聴取者 

それはすごい！ これに介

護経験のある人を加えて、

介護サポートチームを組

織するといいね。 

 

リーダー 
のＯさん 

 

娘 

娘 

娘 

コンビニ 
娘 

中 

中 

中 

中 中 

…気になる人 
（中＝中国人） 

…その人が見込んだ相手 

Ｏさん 

Ｄさん 

Ａさん 
Ｂさん 

Ｃさん 
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⒗ 「新旧住民の交流ない」にどう対応？ 
 

 

①マップづくりで難しいのは、こちらが聞いたことに対して、住民が「そういう事実（事例） 

 

 しても、「ないものはない」と言われてしまえば、それ以上追及できない。こちらはその 

 

②その時にとれる唯一の方法は、「例えばこういう事例はありませんか？」と聞いてみるこ 

 

③この事例では、そういう呼び水を出すまでもなく、参加者の一人ひとりに問うていったら、 

 

④だから、どれだけの事例を引き出せるかは、こちらの腕にかかっているのだ。 

 

 

 

 

 

はない」と答えた時である。「そんなことはない、きっと実践されているはずだ」と反論 

土地のことを知らないのだから。 

とである。すると「そういう事例ならある」という答えが返ってくる可能性があるのだ。 

出てきた。ポイントは、意図的、集団的な交流でなく、個人的に交流していないかと聞い 

たことだ。「そういえば、あの連中に畑を貸している」ということを思い出したのだ。 

新旧住民がうまく交流 

 

 

住民（町内会長） 聴取者 聴取者 

具体的に言うと、どうな

んです？ 

 
できていないってこと 

 

 

かな。 

 

 

この地区の問題と言え

ば、何でしょうか？ 

 

 

元民生委員 

…介護経験者 

ＳＯＳ① 

ＳＯＳ② 
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聴取者 住民（Ａさん） 

でも、個人的にはどうな

んですかね。皆さんと彼

等が「全く」交流してい

ないなんて、あり得ない

ですよ。Ａさん、あなた

はどうですか？ 

 

 

そう言われれば、新住民

のこの人とこの人とこの

人に畑を貸している。ま

あ、つながっていると言

えば言える。 

 

住民（町内会長） 

この上の方が旧住民。私

らも含めてね。下の方の、

アパートが密集している

あたりが旧住民。彼等は

町内会にも入らないし、

我々とまったく交流しよ

うとしないんだ。 

 

住民（Ｂさん） 聴取者 

私は新住民の中のこの人

とこの人とこの人と、犬

の散歩友だちになった。 

 

 

ほら、あったあった。集

団対集団で交流すること

はなくても、個人的には

いろいろつながっている

はずなんですよ。 

 

聴取者 

ほら、やっぱりあるじゃ

ないですか。ではＢさん

んはどうです？ 

 

聴取者 

いかがですか。いま出てきた事例で言えば、①畑の貸し借

り、②犬の散歩友だち、③子ども会つながり。探せば他に

もあると思います。これらをうまく生かせばいいんですよ。

犬の散歩友だちフェアとか。こういうのを「一般化」と言

ったらどうでしょう。個別事例を生かして、まちぐるみの

イベントにしたりするのです。 

 

 

住民 

そう言われれば、彼等は

町内会には入らないけ

ど、子ども会には参加し

ている。俺、子ども会の

役員としてつながってい

たよ。 

 
 

… 町内会長 

畑の貸し借り 

犬の散歩友だち 

新旧住民の交流
が課題
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⒘ シャッター通りの商店にやる気を 
 

 

①後ろ向きの姿勢で住民がマップづくりに参加した時、なかなか議論が進まないことが多い。 

 

 

②自分もどうせ、いずれ老人ホームに入るのだから」と将来に展望が開けない場合もそうだ 

 

③そういう場合は、とにかく少しでも希望を持たせるよう話や事例をどんどんぶつけていく 

 

④この「空洞化する商店街」の店主たちとマップづくりしたとき、初めは敢えて暗い話を並 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こんなことをしたらどうか？」と言っても、「どうせこのまちはダメなんだから」と、 

あきらめ顔で返される。 

し、空洞化する商店街の人たちにまちの繁栄策を説いても同様だ。 

ことだ。そこで少し、乗り気になったところで、彼等の実践からそれらしいものを引き出 

す。「可能性はあるかも」と腰を上げたところで、一緒にアイデアを出し合うのだ。 

べていった。暗い雰囲気になったところで、反転攻勢をかけることにした。「腫れものに 

触る」ように相対しても、本気にはなれない。 

ここは商店街ですね。 

 

 

住民 聴取者 聴取者 

ここはね、昔はこの町の

中心街だったんだよ。役

場も消防署も警察もみん

なここにあった。それが

今じゃ… 

 

 

なるほど。このあたりが

シャッター通りですね。

廃業した店は、どことど

こ？ 

 
→廃業した店に印をつけて

いく。 

 

 
聴取者 聴取者 

うーん、６店か…対策は

ないのかね。たとえば、

お互いに後継ぎを融通し

合うとか。公募する商店

街も出てきたよ。 

 

 
→（マップづくりの場に暗いムード

がただよい始める。）「ウチもそろそ

ろやめる」といったつぶやきも。 

 

聴取者 

ずいぶんあるんだね。そ

れに、店をやっていくに

も、後継ぎがいないとい

うのもあるんじゃない？ 

 
→後継ぎがいない店に印を

つけていく。 

 

 

まずこのシャッターが昼

間から閉まっているの

も、暗くなるよね。シャ

ッターにペンキでイラス

トを描く運動もあるけ

ど、やらない？ 
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聴取者 聴取者 

フランチャイズ方式の大

手スーパーのスタッフと

話すと、それこそ死に物

狂いで繁栄策を考えてい

る。それに比べると商店

街は、ちょっと甘いと思

う。新ビジネスの勉強会

でも開いたらどうかな。 

 

 

それと、傾きかけている

店をみんなで助けるとか

は、やらない？皆さんに

とっての福祉とは、まず

そういうことなですよ。

ＪＣなんかチャリティ活

動ばかりやっていて、こ

ういう企業同士の助け合

いはしないけど… 

 

住民 

そういうことを提案して

いるんだけど、応じる店

がなくて… 

 

聴取者 住民 

皆がそうやって店じまい

していくと、この商店街

にはない商品というのが

出てきているんじゃな

い？ 

 

 

あるある。子ども向けの

商品に、靴屋、本屋、土

産物屋がない。 

 

住民 

そういうことは、やらな

いね。 

 

住民 聴取者 

それを復活させればい

い。子ども向け用品が売

っていないということ

は、子どもがいないとい

うことだね。 

 

聴取者 

ならば、この通りを時々

歩行者天国にして、皆さ

んでそれらを売ってみた

らどうなの？ 商売は皆

さん、お手のものだから。 

 

靴は南の方のスーパーで売

っているので、ホコテンの

日だけ預かって売ってあげ

ればいい。そういえば昔は

ホコテンをやっていた。 

 

 

聴取者 住民 

子どもがいなくなったか

ら子ども用品をやめる。

やめたらますます子ども

がいなくなる。悪循環で

すよ。子どもはどの辺り

を登下校しているの？ 

 

 

ここから、毎日この中央

通りを通って行く。 

 

住民 

そう、このあたりに子ど

もは５人しかいない。 

 

住民 聴取者 

そうやって子どもの姿が

見えるということが、街

全体を明るくする。子ど

もが「トイレ貸して」な

んて店に入って来ない？ 

 

 

じゃ、ますますホコテン

をやる意味がある。その

日は子ども向けのイベン

トもやったらいい。駄菓

子屋を皆で盛り立てるの

よ。後継ぎが増えれば、

それだけ子どもも増え

る。この登下校に、この

通りは危なくないの？ 

 

聴取者 

ウチの店にも来る。駄菓

子屋みたいな店があっ

て、そこにも来ている。 
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聴取者 住民 

ここの交差点が危ない。 

 

 

このあたりにふれあいの

場がない。公民館はここ

から離れているし、手続

きが面倒。私たちは店を

やっているから、それが

終わった後の夜に気軽に

集まれるというのが条件

なのよ。 

 

住民 

まずは、ホコテンの日時

を設けることから始めて

もいい。やってみると分

かるけど、今日はこの通

りに絶対車が来ないから

センターラインの辺りを

自由に歩けるというのは

気分がいいよ。ふれあい

も始まるしね。 

 

住民 聴取者 

ここは空き店舗がたくさ

んあるんだから、それを

使えないの？ 

 

 

とにかく、まずは雨露が

しのげる所でいいじゃな

い。実績をつんでいくこ

とで、もっといい場所が

見つかる。 

 

聴取者 

この菜園を借りようかと

思っているところ。 

 

町当局にはご近所行事という考え方を植えつけていく必要がある。マ

ップをつくればわかるように、人々はこの程度の「ご近所」を単位に

ふれあい助け合い、生活をしている。だから本来、ふれあいの場から

公民館、児童館などをご近所ごとに整備していくべきだ。立派な建物

をつくれということではなく、ご近所に合った規模でいいのだから。 

 

 

このあたりに一

人暮らし高齢者

はどれぐらいい

るの？ 

 

聴取者 

聴取者 

そんなにはいないけど、

商店街なので夜になると

不在の家や店も多い。見

守る人材が限られてい

る。 

 

 

住民 

それならまずは、夜間マ

ップをつくる必要がある

ね。一人暮らしの人が夜

どことどこにいるか。見

守る人はどこにいるか。

その上で見守りのシステ

ムを作っていけばいい。 

 

聴取者 

［注］「ホコテン」は歩行者天国のこと 
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⒙ 少子化のご近所にどんな対策を？ 
 

①高齢化が進んだということは、裏返せばそれだけ少子化も進行したということだ。奇妙な 

 

 

②支え合いマップづくりは、ただそのご近所の福祉の実態を明らかにするだけでなく、その 

 

 

③そう考えた時、確かにご近所の実態の中で、少子化対策のヒントになりそうなものが見つ 

 

 

 

ことに、「高齢化」の対策はいろいろ講じられているが、「少子化」対策となると、とたん 

に消極的になる。というよりも、「打てる手はない」とあきらめムードになっている。 

対策のヒントも聴取の過程で見つけ出さねばならない。そのヒントをもとにそのご近所な 

かった。それはそうだ。以前はそんな問題はなかったし、子ども向けの資源もそろってい 

たはずだし、その一部が残っていると考えるのが自然なのだ。さて、どんな質問をし、ど 

りの少子化対策を練る必要がある。 

んなヒントを見つけ出したか？ 

元役場 

スーパー 

車の往来が激しい。 
アブナイ 

アパート・マンション地区。 

（自治会非加入） 

借地 
菜園予定地 

・・・跡継ぎなし 

・・・子どもが「トイレ貸して！」と来る店 

小学生の登下校 
ルート 
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住民 聴取者 

だって、ここにいても仕

事がないんで、若者が皆、

去っていくも仕方がない

ですよ。 

 

 

それじゃ、このご近所に

最近戻って来た若者はい

ないかね。中年でもいい

し。 

 

聴取者 

６０世帯で、高齢化率が

３６％、それにしても子

どもの数が少ないねえ。 

 

聴取者 住民 

よく、娘が離婚して子連

れで戻ってきたという話

を聞くけど。 

 

 

この家はそう。子連れで

戻って来た。この人も子

連れで。この人もこの人

も… 

 

住民 

いない。（誰からも声が上

がらない） 

 

住民 聴取者 

なんだ、４人もいたじゃ

ん。考えてみれば１人あ

たり平均１.５人の子ど

もを連れて戻れば、一挙

に６人も子どもが増える

んですよ。こんなありが

たい話はないじゃない。

彼女たち、家はどうやっ

て探しているの？ 

 

なるほど、このご近所は

空き家が多いから、こう

いうふうに生かせばいい

んだよね。 

 

聴取者 

この人は空き家を改造し

て入居した。この人も… 

 

住民 聴取者 

彼女たちは、仕事は何か

見つかったの？ 

 

 

このご近所は高齢化して

いるんだから、娘に戻っ

てもらってヘルパーの仕

事に就いてもらえば、ご

近所も助かる。こういう

母子向けのヘルパー２級

講座を開いたらどう？ 

聴取者 

この人は実家の家業を継

いだ。この人はヘルパー

の仕事をしている。 

 

住民 聴取者 

で、ここは小学校がない

の？ 

 

 

それはおかしい。だって

このご近所だけで２３人

も小学生がいるんだか

ら、１つの小学校は成り

立つよ。これじゃ母子も

戻りにくいじゃない。 

最近は無理に統合しない

で、特定の科目だけ中央

の小学校でやるという方

式が出てきている。 

 

聴取者 

統合され、校舎だけが残

ってる。子どもは数キロ

離れた小学校にバスで通

っている。 
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住民 聴取者 

いずれ小学校を取り戻す

として、とりあえず夏休

みだけでも自主的に「小

学校」をするというのは

どう？ 

 

 

それじゃ、彼等に芸術を

（小学生に）教えてもら

おうじゃない。 

 

聴取者 

ここの陶芸の学習館に夏

休みだけ芸大生が合宿に

来ている。 

 
☆このご近所には陶芸を仕

事にしている人が多い。 

 

住民 聴取者 

それじゃ、保育園は？ 

 

 

それもおかしい。１９人

もの未就学児がいるんだ

から、住民の自主保育で

もいいから始めたら？園

は残っているんだから。 

 

聴取者 

今は休園状態になってい

る。 

 

聴取者 

子どもが少なくなったか

ら早々と保育園も小学校

もやめるというのでは、

母子は戻って来ない。む

しろ子どもが少ないから

こそ、先行投資をするこ

とが大事。 

 

 

聴取者 

母子の声が行政に反映さ

れるよう、彼女らでセル

フヘルプグループをつく

るようバックアップした

らどうか。 

 



 41 

⒚ 限界集落からの脱出策を考え出せ 
 

①「限界集落」でマップづくりをする時は、ちょうど「空洞化する商店街」と同じように、 

 

 

 

②「限界集落」からの脱出策を図るというのは、尋常な方法ではだめで、思い切った発想の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人暮らし老人の見守りをどうするかといった狭義の「福祉」のことをばかり考えていて 

も仕方がない。文字通りの「まち起こし」策を練る必要がある。そのためには、本来なら 

行政のあらゆる部局の人がマップづくりに参加するのが筋というものだ。 

転換が必要だ。たとえば、いくら限界集落といっても、一時的にやって来ている住民はい 

る。空き家の管理、観光客、親の介護のためなどだ。これらの人たちを「定時制住民」と 

考えたら、そこから新しい展開も生まれる。 

住民 聴取者 

このご近所の概要は？ 

 

 

典型的な限界集落だね。

このご近所、このままだ

となくなってしまうね。 

聴取者 

全部で７３戸。そのうち

一人暮らしの高齢者が２

１人。子どものいる家は

２軒、子どもは７人かな。

高齢化率は７６％。 

 

聴取者 住民 

空き家が多いようだけ

ど、どことどこ？ 

 

 

そういう事例はない。 

聴取者 

すごい数だね。でも何か

に使われているんじゃな

いの？ 

 →印をつけていく。２４軒  

 見つかる。 

 
住民 聴取者 

それじゃ、家の掃除なん

かに持ち主が通って来て

いるのでは？ 

 

 

けっこう、来ているじゃ

ないか。こういう人も「定

時制住民」と見なしたら

どう？ そうすれば若い

住民も増えるじゃない。 

 

聴取者 

それはある。家の掃除や

補修。畑の耕作、墓参り

や墓の掃除など。 
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住民 聴取者 

お祭りの時は、人口が普

段の何倍にも膨れ上が

る。親の介護に通って来

ている人もいる。 

 

 

そういう人も「住民」と

みなして、いろいろ助け

てあげれば、お返しして

くれるかもしれないよ。 

 

住民 

昔はここに鉱山があっ

て、その時は人口は２万

もいた。史跡は豊富で、

史跡巡りウォーキングも

やっていて、周辺市町村

からたくさん参加する。 

 

聴取者 住民 

空き家の管理ボランティ

アを募っているが、集ま

りはよくない。 

 

 

この家は、５人の子ども

が１ヶ月交替で泊まり込

みで介護に来ている。 

 

住民 

「ボランティア」じゃな

くて、全日制住民と定時

制住民の助け合いをご近

所ぐるみでやっていく必

要がある。その中から若

い全日制住民も生まれる

かもしれない。そうやっ

て限界集落から脱出でき

るかもしれない。 

 

住民 聴取者 

そういう人を皆で支援す

れば、この５人がお返し

に、ご近所の人の面倒も

見てくれるかもしれな

い。 

 

 

ほら、彼女と５人とで助

け合い協定を結べばいい

じゃない！ 

 

聴取者 

そういえば、近くで元看

護士の娘が親の介護をし

ているが、周囲の人の面

倒も見ている。 

 

聴取者 聴取者 

施設に入所した人が５人

もいるね。いま介護中の

２家族の家も老人ホーム

だと考えたらどうかな。 

 

 

この地区の若い元気な人

は、多かれ少なかれ高齢

者の面倒を見ている。限

界集落はそうせざるを得

ない。これを老人介護の

「仕事」と見なして、一

定の手当てを支給する必

要もある。その代わり、

一定のヘルパー技術を習

得してもらう。そうすれ

ば雇用が生まれて、若者

が戻って（やって）来る。

これが限界集落の解消策

だ。 

 

聴取者 

それに、認知症の人は３

人の世話焼きさんが面倒

を見ているし、一人暮ら

し男性７人にも誰かが関

わっている。大体、要援

護者には周辺のだれかが

関わっている。これもみ

んな「ご近所老人ホーム」

の働きの１つだと考えた

らいい。ご近所全体が１

つの老人ホームとだと見

る。各家が居室だ。 
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⒛ 支え合いマップは手品ではない 
 

 

①支え合いマップづくりは、手品ではない。とにかく住宅地図を前にすれば、たちどころに 

 

②それには条件があるのだ。すでに各所で触れているように、５０世帯程度のご近所に限定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご近所の真実が浮かび上がってくる―ということはあり得ない。 

して、そこに住んでいる住民（女性中心に）が４、５人集まらないことには、作り上げた 

マップは「本物ではない」ということになってしまう。 

 マップ上に何人かの気になる要援護者が現れたが、どの人についても、関わっている人 

はいないと参加者は言う。しかし、本当のところはそれらの当事者の隣人に聞いてみない 

と分からない。１人が見えている範囲はせいぜい１０数世帯である。今回のマップづくり 

のように、こんなに広い地区から数名が来ただけでは、どう考えてもマップづくりは不完 

全なものにならざるを得ないのだ。 

住民 聴取者 

この広い地区に数百世帯

ですか…。これだけ散ら

ばっていると、連帯感が

持ちにくいのではないか

な。たとえばこの地区で

お祭りはやっていないの

ですか？ 

 

 

それじゃ、公民館は？こ

こに「公民館」と書いて

ありますけど。 

 

聴取者 

この地区の左隣の地区に

神社があって、そっちだ

けでやっています。 

 

住民 聴取者 

いや、ここはただ、部屋

があるだけです。校区の

コミュニティセンター

は、右方向（ずっと遠く）

にあって、皆そっちへ出

かけて趣味活動などをや

っています。 

 

 

やっぱり、「公民館」に近

い人しか来ていません

ね。ならばせめて左方向

と右方向の班（２～３班

がまとまって）サロンを

開く必要がありそうです

ね。 

 

住民 

公民館でデイサロンが開

かれているようですが、

参加者はだれとだれです

か？ 

 

→班ごとにデイサロンの参加

者に印をつけていく。 
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住民 住民 

この地区で特に気になる

人を挙げてみて下さい。 

 

 

こういう方でも安心して

暮らせるようにするのが

地域福祉なんですがね

え。 

 

聴取者 

Ａ子さんは息子と同居し

ているけど、昼間は１人。

認知症で徘徊を繰り返し

ている。右方向の山に迷

い込んだ時は班総出で山

狩りをしました、えらい

迷惑なことですよ。 

 

住民 住民 

Ｂ子さんも一人暮らし。 

「ご近所の迷惑になって

はいけない」とショート

ステイを利用したことも

あるけど、散歩もさせて

もらえず体が弱ってしま

ったので、慌てて出てき

たようです。この人に関

わっている人はいません

ん。 

 

 

Ｄさんは妻が入院し、本

人はデイサービスを利用

しています。 

 

住民 

Ｃ子さんも一人暮らし。

認知症も出ています。デ

イサービスを利用してい

ますが、夜は娘の所に泊

まりに行きます。この人

に関わっている人はいま

せん。 

 

聴取者 住民 

夫婦別れ別れの生活で

は、何のための福祉かと

考えてしまいますよね。 

 

 

老人クラブに「シルバー

ボランティア」制度があ

ります。足元のクラブ会

員を見守って、その結果

を定期的に報告する仕組

みになっています。 

 

聴取者 

特に気になる人にも、関

わっている人はいないよ

うですが、この地区は見

守りボランティアはいな

いんですか？ 

 

☆別図に仕組み 

住民 住民 

どの程度見守っているん

ですか？ 

 

 

その程度ですか…Ａ、Ｂ、

Ｃ、Ｄさんには何人かの

ボランティアから線が入

っているけど、あまり期

待できませんね。 

 

聴取者 

一応、元気な姿が見られ

ればいいということで、

玄関から中へは入らない

ようにと言われていま

す。 
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聴取者 聴取者 

それにしても、この地区

の助け合いは心細い限り

ですが、問題なのは今日、

マップづくりに参加して

いただいた方の居住分布

と数です。 

 

 

特に中央部分の７つの班

から１人も来られていな

ので、これでは判断のし

ようがありません。再度

のマップづくりが必要で

すね。 

 

聴取者 

百世帯でしかもかなり広

い域ですから、もっとた

くさんの方に参加してい

ただかないと、本当に支

援の手が入っていないの

か確認できません。 

 

 

デイサロン 

？ 

一人暮らし男性 

(男性の交流相手が見えない) 〔集会は右方の地区〕 

（趣味学習も） 

〔神社は左方の地区〕 

…デイサロン参加者 

…マップ作り参加者 

 

 

デイサービスセンター 

Ｃさん 

認知症 
（一人暮らし） 

Ｂさん 

要介護 
（一人暮らし） 

Ａさん 

認知症 
（昼間一人） 

Ｄさん 

妻は入院 
夫はデイへ 

老健施設 

デイサービスセンター 
娘は夜帰宅 

ショートステイ 
（散歩できないで戻った） 

デイサービス 

徘徊ルート 

…要介護者 
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Ｃさん 

Ｂさん 

Ｄさん 

…シルバーヘルパーのネットワーク 

…シルバーヘルパーがＡさんとＢさん 

を見守る線 

（□は取りまとめ役） 

Ａさん 

 


